

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































基づいた PermRNA とそれによる合成蛋白 PER との間のネガテブフィードバツクが概日時計発
現の基本とすると言う老えを展開して多くの研究者の支持を得ている。個人的には、そのネガテフ
ドバック過程が何故おおよそ24時間の時間スケールになるのかを解き明かすことが今後のフイ
課題であると思う。現在知られている時計遣伝子には、必ずATP・bindingmotifか燐酸化部位が存
在することから、 24時間スケールのエネルギー代謝がその鍵を握っているのではないか、我々の
研究成果はそのことを暗示しているのではないかと、我田引水的な期待を抱いている。
ゾウリムシやミドリムシなどの細胞分裂は、栄養環境が良好なとき(餌が豊富なと劃は、
1日何回も分裂するが、栄養が枯渇してくると概日時計によって支配されて24時間に 1回しか分
裂しなくなる。これは、発生初期の脛細胞が速い周期で分裂を繰り返すが、発生が進行し体細胞に
分化すると概日時計に支配されて大凡24時間周期で分裂するようになる、個体発生時の分裂の時
間秩序の変遷過程と一致する。このことに関連する基礎的な問題について、大隅氏〔東工大)に日
本生物物理学年会シンポジウム「生体の時間秩序発現機構」で話をして貰ったものの要旨を紹介す
る。
08.生体の時間秩序発現機構
